
 

国際港湾協会日本会議 令和 5 年（2023 年）度事業報告 

令和 5年（2023年）4月 1日から令和 6年（2024年）3月 31日までに行っ

た事業は、次の通りであった。 

 

１．令和 5年（2023年）世界港湾会議への参加等 

世界港湾会議が、アラブ首長国連邦アブダビにおいて以下のとおり開催され

た。 

１）開催日程 令和 5年（2023年）10月 31日（火）～11月 2日（木） 

２）開催場所 アラブ首長国連邦アブダビ市 

３）参加者数 世界 60か国以上から約 700人が参加。日本からは 18名が参加

した。 

４）世界港湾会議の報告 会議の概要は令和 6年（2024年）1月 26日（金）

の IAPH日本セミナーで発表された。また、国際港湾協会山本事務総長補

佐が IAPH日本フォーラム第 60号に概要を寄稿し、掲載した。 

５）日本会議の支援 日本会議事務局が参加するとともに、会議に出席する 

日本会議会員への諸般の支援を行った。 

 

２．第 25回（令和 5年度）国際港湾協会日本会議理事会の開催  

第 25回（令和 5年度）理事会を、次の通り開催した。 

１）開催日 令和 5年（2023年）7月 7日（金） 

２）開催場所 ニューピア竹芝サウスタワー4階会議室 

３）議案内容 

議案―1 令和 4年度 事業報告 

議案―2 平成 4年度 収支決算及び監査報告 

議案―3 令和 5年度 事業計画 

議案―4 令和５年度 収支予算 

議案―5 国際港湾協会日本会議役員の選任等、その他 

 

３．第 22回(令和 5年度)国際港湾協会日本会議総会の開催 

第 22回（令和 5年度）総会を、次の通り開催した。 

１）開催日 令和 5年（2023年）7月 7日（金） 

２）開催場所 ニューピア竹芝サウスタワー4階会議室 

３）議案内容 



議案―1 令和 4年度 事業報告 

議案―2 平成 4年度 収支決算及び監査報告 

議案―3 令和 5年度 事業計画 

議案―4 令和５年度 収支予算 

議案―5 国際港湾協会日本会議役員の選任等、その他 

 

４．IAPH日本セミナー等の開催 

１）国際港湾協会日本会議総会後の講話  

令和 5年 7月 7日、竹芝サウスタワー4階会議室で開催する総会に引き続

き、以下のテーマで講話をいただいた。 

・「港湾の脱炭素化に関する国際協力の状況」 

国土交通省港湾局 佐々木規雄国際企画室長 

・「ESI Programの状況について」国際港湾協会 古市正彦事務総長 

 

２）国際港湾協会協力財団との共催による IAPH日本セミナーの開催 

  以下のとおり IAPH日本セミナーを開催した。 

 ・開催日 2024年 1月 26日（金） 

 ・開催方式 対面及びオンラインのハイブリッド形式 

 ・セミナーの内容 

  〇最近の IAPH活動状況について  

国際港湾協会事務総長 古市 正彦 

  〇第 34回 IAPHアブダビ総会の概要報告 

                 国際港湾協会事務総長補佐 山本 忍 

  〇アブダビ総会報告（脱炭素化の動きについて） 

                   横浜港埠頭株式会社 二宮 久季 

  〇アブダビ総会報告（港湾デジタル化について） 

                    名古屋港管理組合 水野 信一 

  〇IAPH技術委員会の活動概況について 

                国際港湾協会 事務局次長 鈴木 健之 

 

５． 機関誌「IAPH日本フォーラム」の発行 

機関誌を、以下のとおり発行した。 

 

1) IAPH日本フォーラム第 58号  

① 発行月 令和 5年 7月 

② 掲載内容 



〇巻頭言 自らの「持ち場」を通じた世界平和への貢献 

一般社団法人日本埋立浚渫協会 専務理事 村岡 猛 

〇国際港湾協会の最近の活動    国際港湾協会事務総長 古市 正彦 

〇寄稿 首都圏の物流を支える川崎港   川崎市港湾局長 磯田 博和 

〇Ports & Harbors（2022年 9月 10月号及び 2022年 11月 12月号） 

 掲載文献の紹介（10編） 

 

２）IAPH日本フォーラム第 59号 

① 発行月 令和 5年 11月 

② 掲載内容 

〇巻頭言 石狩湾新港の紹介  

石狩湾新港管理組合 専任副管理者 折谷 徳弘 

〇国際港湾協会の最近の活動    国際港湾協会事務総長 古市 正彦 

〇令和５年度国際港湾協会日本会議総会報告 

国際港湾協会日本会議事務局長 山本 忍 

  〇寄稿 舟楫をもって万国の津梁となす、 

世界と沖縄・日本全国の人・物・文化を繋ぐみなと 那覇港 

               那覇港管理組合 常勤副管理者 照屋 寛志 

  〇Ports & Harbors（2023年 1月 2月号及び 2023年 3月 4月号） 

  掲載文献の紹介（11編） 

 

３）IAPH日本フォーラム第 60号 

① 発行月 令和 6年 3月 

② 掲載内容 

  〇巻頭言 国際港湾協会日本会議の道のりと発展 

                  MBC International社長 菊池 宗嘉 

  〇国際港湾協会の最近の活動    国際港湾協会事務総長 古市 正彦 

  〇アブダビ総会報告    国際港湾協会日本会議事務局長 山本 忍 

  〇寄稿 横浜港からスタート～世界を結んで、未来を拓いて～ 

            横浜港埠頭株式会社 代表取締役社長 伊東 慎介 

  〇トリニダード・トバゴ国及びパナマ国調査報告 

    りんかい日産建設株式会社 管理本部執行役員 CSR担当 大下 英治 

〇Ports & Harbors（2023年 5月 6月号及び 2023年 7月 8月号） 

   掲載文献の紹介（11編） 

 

 



６．トリニダード・トバゴ国およびパナマ国調査団への支援及び参加 

国際港湾協会日本会議事務局がトリニダード・トバゴ国およびパナマ国調査

団に参加した。また、派遣業務の事務処理及び現地での支援を行った。 

 

７．IAPH本部事務局活動への支援強化、その他 

IAPH日本会議は、アブダビ総会での支援等、様々な形で IAPH本部事務局

活動を支援した。国際港湾協会協力財団と共同でセミナー共催など、各種活

動の連携を強めた。 


